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◆今の職場に不足しているのはコミュニケーション◆
　年を重ねていくうちに、遠い過去と現在を比べて物事を見るようになってきている自分を意識する
ことに気が付きました。現在の職場と密接な関係を持つ開発現場で、これまでの経験や現状見聞きして
いる中で、改めて思うことがコミュニケーションのあり方です。企業活動全てに通じるこのコミュニ
ケーションの大切さについてひとこと述べたいと思います。

１. 職場の原風景～現在（設計現場の場合）
　私が社会人になってから1990年頃までは電気・機械関係の設計者はドラフターという製図台に向
かって手書きで図面を書いていました。製図台は畳1/2くらいの大きさがあり、管理者は設計担当者の
作業内容をいつでも見ることができました。他人の設計の欠点はよく見えるものです。何か問題を見つ
けて、「ここおかしくないか」と、その場で本人に伝えていました。反対
に、自分が設計に行き詰ると、先輩や同僚の図面をのぞきに行ってヒ
ントをもらうこともありました。
　同僚と図面の前で、こんな方法はどうかなど検討していると、さら
に輪をかけて自然に人が集まってきます。そういう中でベテランも若
手も頭を寄せ合い、一つの図面を眺めながら意見を出し合います。そ
のうち誰かが解決策を見つけ、全員がスッキリした気持ちになりま
す。当時、自分のような若手にとって刺激的でこの上なく勉強になっ
たと思います。

　当時の開発現場は、誰かに見られている意識が常にあり私の場合も意図的にテーマの進捗を見える
ようにしていました。このような中で客観的なものの見方や、素直に聞く耳が備わってきたように思い
ます。そんな時代は、開発現場がオープンであったので次工程の生産技術部や製造部から担当者が図面
の中身を見にくることもあり、これが、進捗状況や仕上がりのイメージを早めにキャッチするのに役
立っていました。今思えば、これが考え方すり合わせの場になっていました。

　同時に、テーマ管理者から見ると担当者ごとに仕事の進捗を把握し、問題があれば早めに手を打つこ
とができていました。担当者から見ればこれがOJT（オン ザ ジョブ トレーニング）です。また、職場の
外でもコミュニケーションは活発で、飲みニュケーションも盛んだったので、お互いの性格やモチベー
ションの保ち方を理解していました。仕事に必要なコミュニケーションは自然にとれており、その雰囲
気が定着していたように思います。（→職場の原風景）

　今の現場はというと、部屋に入るに前にセキュリティーを解除して、一人ひとりが壁で仕切られた
CAD画面の席に向かって、黙々と設計を進めています。

　また、個が中心の世界に埋没してしまい、相談しないで一人で何時間も考え込み、トライ&エラーを
繰り返しています。この結果、必要以上に時間を費やし、今思うと客観的ではなく、自己流の仕事になっ
ています。

また、コミュニケーションの取り方はメールが中心で、管理者には毎日百通を超えるメールが届く
のも珍しくない中で、送信した側は、メールは読んでもらえるもの、これで情報共有ができたと考えが
ちです。（本当に困って上司に相談したくてもたいてい席にはいないものです。）こういう現場で起きて
いることは、しばらくぶりに会話をする管理者と担当者がテーマの納期間際になってから、「あの件は
どうなった」「えっ、まだできていないのか」「指示した内容と違うじゃないか」「2度も言わせるのか」と
いう傾向になりがちでした。

　当初からメール文化に慣れ親しんでいる若手は「メールで情報共有
すれば仕事が進むから問題ない」と考えがちです。そこには「コミュニ
ケーション＝状況共有」という誤解があるように思います。この様な、
歴史的変化を通してコミュニケーションの本質が見えてくるように
思います。

２. コミュニケーションのあり方をこう思う
　この解決には、職場の原風景に戻ってテーマの計画作りから役割分担まで、テーマ責任者が担当者に
思いを伝えるだけでなく、みんなでワイガヤ（ワイワイ、ガヤガヤ）とテーマを進めていくことが一番の
近道であることだと思います。
　テーマ(事業)の責任者が自身の言葉を使いビジネス環境や社内状況を示します。そこで、テーマの位
置づけや自身の危機感を伝え「だからこのテーマをこの目標で開発する」と打ち出せば、担当者の納得
度は高くなります。

そこでは、メールの文面だけでは伝
わらない情報があります。全体像や認
識、思い、感情や決意が含まれています。

　このような本物のコミュニケー
ションが、五感や肌感覚を通して膨大
な情報を伝達するという意味がワイ
ガヤにあるように思います。

企業のテーマ管理で、このようなコ
ミュニケーション不足が点在し、その
一点の扱いの変化で、全体として大き
な変化（良い変化）が出てくるだろうこ
とをこれまでの経験を通して感じてい
るところです。

◆ 日　時 令和元年11月14日(木）15日（金）
9：40～10：25 10：45～11：30

◆ 企　業 藤森産業機械（株）
◆ 講　師 藤森 久雄 様
◆ 小学校 米子市立福米東小学校
◆ 対　象 4年生 137名
◆ 内　容 生ごみ処理機ってなんだろう

★児童アンケートより★
・未来の日本が、ゴミであふれないように分別をちゃんとしたいです。 
・分別のことや、食べ残しのことが分かりました。自分でも分別をしたいです。
・スーパーやコンビニで買ったものを消費期限内に食べるように心がけたいです。 
・生ごみを処理するのに年間１兆円かかると聞いて、びっくりしました。 
・生ごみが肥料になると知ってびっくりしました。

企業連携出前授業 第10回

藤森産業機械（株） 藤森社長

「発明楽」の説明をする田渕コーディネーター

　生ごみは直接埋立てる前に、燃やして灰にし、体積を小
さくして埋め立てます。問題は、燃やすと炭酸ガスが発生
し地球温暖化が進んでしまう事です。また、生ごみは水分
がほとんどで、クリーンセンターで焼却する際には高温
燃焼の中に生ごみを投入することとなり、燃焼温度が急
激に下がり、有毒ガス（ダイオキシン）が発生しやすい事も問題の一つだと知りました。生ごみ
は1ヵ月で東京ドーム一杯分の量が発生しており、年間の処理費用が約1兆円もかかっている
ことに驚き、また、販売者がお客様の満足を得るために生産・販売を必要以上に多くする事や、
給食の食べ残しも生ごみを発生させる大きな原因である事などを知りました。野菜・果物の生
ごみの現物を見ながら処分の問題点を知り、生ごみの3Rを楽しく学習しました。




